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平成 27 年度 学習指導改善調査事業 実践報告書 

 

 

低学年における書く力を育てる指導 
                              上越市立末広小学校 柳澤 京子 

 

 

１ はじめに 

2年生 11名（男子 8 名 女子 3 名 計 11 名）の児童である。学習課題に対して意欲的に、楽

しみながら取り組むことができる。しかし、注意力に欠け、指示を聞き逃したり、不注意による

ミスを繰り返したりする児童が半数以上いる。 

国語に関する実態は次のようであった。 

・正しく音読することができない。 

・朝学活のスピーチでは、昨日の出来事を順番に並べて長々と話す児童が多い。 

・「何があったのか。」「どのようにしたのか。」など、過去の出来事を問われた時に、順を追っ

て説明できる児童は少ない。 

・文章の内容を理解するのに時間がかかる。 

・文章を書くことに苦手意識をもっている。 

・日記などを書かせると、3 文程度である。 

これらの実態から、次のような子どもを育てたいと考えた。 

 

 

 

２ 書く力を育てるための手立て 

①実態把握 

   音読、視写、聴写によって、学力の基礎実態を数値で把握し、指導に生かす。 

 ②パーツ型の授業構成 

毎日の授業をパターン化（漢字→音読→本時の内容）することによって、継続した指導を行い、

学力の定着を図る。 

 ③毎日の詩の音読 

   音読集に毎日取り組むことにより、言語感覚を高める。 

 ④「話す・聞く」活動との関連指導 

   毎日の日直スピーチでは、「はじめ‐中‐おわり」の構成を考えながら話す。全員が必ず質問す

ることにより、聞く力、話す力を高める。 

 ⑤「読む」学習との関連指導 

   説明文の文章構成を学習することにより、「はじめ‐中‐おわり」の構成に慣れさせる。 

 ⑥一文を短く書く指導 

「『。』は一つ 500 円玉の価値あり」と指導し、短く分かりやすい文を書く習慣を付ける。 

 

「書きたい！」「書ける！」「書けた！」を実感できる子ども 
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⑦１か月限定日記の取組 

毎日書くことにより、「書く」ことへの抵抗感をなくす。簡単な文章構成を意識させる。 

 ⑧楽しい短作文指導で意欲を高める 

スケッチ作文、変身作文、リライト作文、もしも作文、AorB 作文、「一番○○な～」など、楽

しみながら書く経験を積ませる。 

 ⑨ミニ論文の指導 

   遠足や運動会などの行事の後に、キーワード表を使い、「はじめ‐中‐おわり」の構成を意識し 

   たミニ論文（常体の文体、150 字以内）を書くことにより、筋道立てた文章を書く力を付ける。 

 ⑩観察記録文の指導 

   対象を観察するための観点を与えることにより、くわしい観察文を書く力を付ける。 

 ⑪読書指導 

考える力を付ける。文を読むことに慣れさせる。 

 

３ 観察記録文の指導 

 5月上旬に生活科で野菜の苗を植えた。子どもたちは毎朝必ず畑に足を運び、世話をしたり、

成長の様子を見たり、収穫したりしてきた。子どもたちが強く興味・関心をもっている野菜を観

察することを通して、書く力を伸ばしたいと考えた。 

（１）単元名   かんさつ名人に なろう      【平成 27 年 6 月 8 日（月）3 限 実施】 

（２）単元の目標 

・丁寧に観察し、気付いたことや分かったことを集めることができる。 

・知らせたいことが相手に伝わるように、題名を付け、書き表し方を工夫して書くことができる。 

・書いたものを読み合い、よいところを見付けて感想を伝え合うことができる。 

（３）指導計画（全 4時間…本時 1/4） 

次 指 導 内 容 時数 

１ 

・「かんさつ名人」が書いた観察記録文から、観察する観点を見つける。 【本時】 

・観察記録文を書くときに大切なことを整理する。 

・観察する観点をはっきりともたせて観察文を書く。 

・教科書 P38 の文章例を読み比べ、変化の様子を整理する。 

3 

２ 
・観察記録文を友達と読み合い、よく観察できていると思うところをコメント

カードに記入して渡す。          
1 

（４）本時のねらい    

観察記録文を書くときに必要な観点を見付け、それらの観点をもとに観察記録文を書くこ

とができる。 

（５）指導の実際 

  【1 時間目】（本時） 

    ２種類の観察記録文を比較し、どちらがくわしく書けているか判断する。 

教師が書いた観察記録文をモデルとして示した。 

①と②とをそれぞれ範読した後に音読させ、比較させた。 

     11 名全員が②と答えた。 
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モデルとして示した観察記録文     ①→ 

              

      

 

                ②↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    くわしく観察するための観点を見付ける。 

     ②の記録文には、7 つの観点（数、長さ、

形、色、におい、さわった感じ、様々な方向

から見る）が含まれている。 

     始めに「数」と「様々な方向から見る」と

いう 2 つの観点について、全員で確認した。

その後、残りの観点を各自でプリントに丸印

を付けた。 

     最後に、7 つの観点をカードにまとめたも

のを提示し、全体で確認した。 

      

    写真を見ながら観察記録文を書く。 

普段は、なかなか書き出すことができない児童もいる。そ

こで、書き出しの一文を右のように印刷し、配付した。 

子どもたちは写真を見ながらはっぱの数を書き込み、観点

カードを見ながら色や形について書くことができた。 

しかし、写真からは長さやにおいなどについての情報を得

ることができない。そこで、写真から書くことができる観点

と、書くことができない観点とを全体で確認することにした。 

「においは写真じゃ分からないよ。」「畑に行って本物を見

て書きたい。」という声が上がった。「次の時間は畑に行って

観察文の続きを書こう。」という期待感をもって本時を終え

た。 
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【2 時間目】  

  観察記録文を完成させる。 [授業後]        [授業前] 

前時に書きかけたシートを持って

畑に出かけた。実際にズッキーニを

見た子どもたちは「思ってたより大

きい！」と口々に話していた。写真

ではなく、実物を見て観察すること

の大切を実感したようだ。 

実際にさわったり、ものさしで長

さを測ったりしながら、次々と文を

書く姿が見られた。 

観点カードを見ながら、「次は形を

書こう。」「まだ書いていないのは、

さわった感じについてだな。」などと言いながら観察記録文を書き進めていた。 

授業の終わりには、全員が５つ以上の観点について書くことができ、どの子の顔にも充実

感が見られた。 

 

その後、生活科で野菜の観察を

した時にも、本時でとらえた観点

に沿って、全員がくわしい観察記

録文を書くことができた。 

 

 

[6月 18日（木） 

生活科ワークシートより] 

  

 

 

４ 成果と今後の課題 

 ・学力の実態を把握することにより、児童に対する指導の方法を明確にすることができた。 

 ・「書く」活動を多く取り入れることにより、「書く」ことに対する抵抗感が確実に減っている。 

 ・様々な形態の文章を書く指導の中で、「たくさん書けるようになった。」「いい文が書けるようにな

った。」という子ども自身の達成感をもたせた。その結果、「書きたい」という意欲が育ってきて

いる。今後は徹底的にほめることにより、さらに意欲を高めていく。 

 ・「書く」指導だけでなく、「話す」「読む」指導を関連させたことにより、簡単な文章構成を常に意

識する姿勢が育ってきている。 

 ・教科書に掲載されている説明文教材は 1学期に一教材程度である。文章構成を分かりやすく指導

するために、1学年用の説明文教材などを使用し、学期に２回ほど指導した。 

・書き方を「教え学ばせる」作文の指導と、「楽しい」作文の指導とを継続して並行させていく。 


